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この夏、図書館から一冊の書を取り寄せた。題して『折田医院月

報三十年 人間探求の旅』。近江八幡市で数年前まで医業を営まれて

いた氏が、患者や医療者との関係に心を砕かれた生き様

を刻んでいる。面識もないわたしだが一方的に「捧げ

て」しまった。この夏の経験を象徴しているように感じ

られ、敬意の現れである。お許しいただきたい。ここで

はその経験を参照文献の一覧とともに分かち合いたい。 

 

経験を一言で表現すると、人が人として人に向き合うこと、その

恐ろしいほどの単純明快さ故の難しさ、である。人が役割分担しよ

うとする時、なぜか、人間の想像がつくりあげた身分や優劣の区分

がつきまとう。人間存在に埋め込まれた弱さ故だろう。確かに共通

の目的のために便宜上、役割分担する場合がある。しかし、役割分

担と身分や優劣の区分の関係は必然ではない。 

 

これを健康という領域に当てはめて見てみたい。患者と医療者と

いうそれぞれの役割と両者の間の関係性が便宜上存在する。 

類似の要素をあえて二者の関係で列挙すると、病みと癒し、死と

再生、汚染と洗浄、穢れと禊ぎなどが想起される。

個人の生活や芸術活動などの経験から、美しい死に

様とか、醜い生き様があることをわたしたちは知っ

ているように、前者と後者の概念に単純に善悪、美

醜や優劣を割り当てることは適切ではない。現実は複雑である。 

患者医療者関係において、患者は無知、医療者は全能という役が

割り当てられているのではないかという危険な錯覚に、患者も医療

者も知らず知らずのうちに陥り、歴史的に気づか

なかったり、気づかないふりをしたり、誤魔化し

たり、悪用したりしてきた。その過ちは今も常に

潜在している。その芽は摘み続けるしかない。そ

れを行うのは患者でも医療者でもない。それは互

いの協力と相互依存を通じて、人間同士が織り成す営みそのものの

中にある。外来だろうと入院だろうと、患者役だろうと医療者役だ

ろうと、関わりの瞬間瞬間に、互いの経験をふりかえる学びの機会

がある。それぞれがそんな人間探究の旅を往く責任を負っている存

在であることを忘れなければ、少しは危険を回避できるだろう。 

 

具体的にはこんな具合だろう。つまり、わたしが間違いに気づか

ないでいる時は、一人の同胞として、優しく諭してほしい。それで

もわたしが意固地な場合、あなたはご自身の責任を果たしたのだか

ら颯爽と振る舞い、わたしをそっとしておいてほしい。そしてまた

学びの機会が巡ってくるように祈ってほしい。患者

たちや医療者たちが織り成すこのような学びの共同

体が非現実的であるとは思えない。 

折田雄一先生に捧ぐ 
 

医師 園 真廉 



 
 

「あらゆる人間のうち最も怠慢なるものは、無益なる論争をし、

兄弟より自ら優らんことを望む者である。」 

ミルザ・ホセイン・アリ (1817-1892) 
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"折田医院月報三十年 人間探究の旅" 医療法人社団折田医院, 2016. 
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医師の不在のお知らせ 
 

【 １１月 】 

・１６日（木）～ ２２日（水） ··· 清水医師 

・１７日（金） ·················· 大竹医師 

・２４日（金） ·················· 永嶋医師 

・２９日（水） ·················· 一岡医師 

【 １２月 】 

・１日（金） ···················· 田中医師 

・９日（土） ···················· 田中医師 

・１６日（土） ·················· 中村医師 

【 年末年始 】 

・令和５年１２月２９日（金）～ 令和６年１月３日（火） 
 

インフルエンザの予防接種をおこなっています。 

１０月２日（月）よりインフルエンザワクチン接種が全年齢で開始され

ます。詳しくはホームページをご確認ください。 
 

オンライン診療を開始いたします 

国の方針により、新型コロナウイルスによる特例措置で認められていた

電話での診察は７月３１日で終了となりました。それに伴い、８月より“０

歳から中学生までの方”を対象としたオンライン診療をさせていただいて

おります。詳しくはホームページをご覧下さい。 
 

マイナ保険証をご利用いただけます 

＜オンライン資格確認について＞ 

・当院は診療情報を取得・活用することにより、 

質の高い医療の提供に努めています。 

４月から診療報酬の改定により、下記の点数が加算されます。 

マイナ保険証を持参された場合（初診）：２点 

通常の保険証を持参された場合（初診）：６点・（再診）：２点 
 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/organbio/27/2/27_107/_pdf/-char/ja

